（様式１）

予算要求資料
平成２８年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：医務費　　目：医務費
	事業名　看護師等養成所教育環境整備事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　看護係　電話番号：058-272-1111（内2537）

　　　　　　　E-mail： c11229@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　    79,997千円（前年度予算額： 7,400千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳


	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	7,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	7,400

	要求額
	79,997
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	79,997

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）衛生専門学校　使用用途の変更に伴う教室工事
　　　ア　要求の趣旨（現状と課題）
（ア）現在、学生指導や面接、相談、健康診断といった個別対応するのに必要な個室(小部屋)は2階会議室しかなく、稼働率は100%。案件が重なった場合は、やむを得ず保健室等を使用しているが、いずれも簡易な衝立で仕切られているだけの大部屋で、個人情報やプライバシーの保護などに配慮されたものではない。
　　　（イ）職員休憩室がないため、臨地実習などで不定時な昼食休憩をする場合でも教務室を使用するしかない。教務室は提出物や連絡事項などで学生の訪問が多く、十分な休憩が取れずにいる。
　　　イ　事業内容
　　　（ア）21教室遮音型間仕切り設置工事　889千円　　工事請負費
　　　　　・南舎2階21教室に遮音型の間仕切り（長さ約6.4m、厚さ12.5mm）を設置し、面談室と保健室として使用。

・現在の3階保健室を職員休憩室として使用。
　　　（イ）空調機設置工事　1,176千円　　工事請負費
　　　　　・間仕切り工事によってできた保健室に空調機を設置。
（２）下呂看護専門学校　寄宿舎の改修
　　　ア　要求の趣旨（現状と課題）

（ア）下呂看護専門学校は、看護に必要な基礎知識、技術及び態度を修得し、併せて豊かな人間性と感性を備え、地域社会に貢献しうる看護師の育成を目的に昭和59年4月に開校したが、校舎・寄宿舎とも築30年が経過しており、老朽化が著しいため、平成26年度から校舎及び寄宿舎を計画的に改修する。

　　　イ　事業内容
　　　（ア）学生寄宿舎内装等改修工事　　　 8,937千円　　修繕料
　　　　　・襖紙張替え　　・畳の交換　　・空調の配管交換

　　　（イ）学生寄宿舎屋上外壁等改修工事　68,651千円　　工事請負費　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 344千円　　事務費
　　　　　・外壁・庇の全面改修　　・屋上防水シート改修　　・外灯のＬＥＤ化
　　　　　・トイレ改修（乾式化、洋式化）　　・風呂タイル全面張り替え　　等

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	工事請負費
	70,716
	衛生専門学校　間仕切り工事　　　　 889千円

衛生専門学校　空調機設置工事　　 1,176千円
下呂看護寄宿舎　外壁等改修工事　68,651千円 ※公共建築住宅課執行

	修繕料
	8,937
	下呂看護寄宿舎　内装改修工事　　 8,937千円

	事務費
	344
	下呂看護寄宿舎　外壁等改修工事　　 344千円 ※公共建築住宅課執行

	合計
	79,997
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項

（１）各種計画での位置づけ

　・第６期岐阜県保健医療計画

　　第３部第４章第５節　保健医療従事者の確保・養成

　　『養成施設との連携を図り、特に県内において人材の不足が見込まれる職種

については、関係団体と協力して人材の確保に取り組むとともに、養成施

設や関係団体との連携を密にし、優秀な人材が確保できるよう研修等を通

じて能力の向上を推進します』
事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　老朽化が著しい県立看護専門学校等の修繕を計画的に実施する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	老朽化した施設・設備等を修繕するため。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　下呂看護専門学校　寄宿舎改修のため実施設計を発注した。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　下呂看護専門学校　寄宿舎改修の実施設計により効果的な工事を実施する。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	老朽化が著しいため、早急に改修を行う必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	平成27年度の計画のとおり修繕できている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	平成27年度の計画から工事内容の見直しを行った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　学生、来庁者の安全対策を確保する



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　平成28年度において、速やかに改修工事を発注する



